
講演のタイトル : 性能発注方式が我が国の DX を成功させる鍵〜大企業の基

幹系システム開発失敗の責任を巡って、裁判沙汰となった事例が続出〜 

 

講演の日時 : 2023年7月19日(水) 18:00〜20:00 

 

講演の概要 

 DX に欠かせないシステム開発委託に向けて、グローバルスタンダードである性能発注方式の取組み方

（つまり、このようなものを作ってくれといった、トップダウンによる全体最適化を求める取組み方で

あり、システム開発には最適です。）が、我が国では殆どできません。他国に類を見ない我が国独自のガ

ラパゴスである仕様発注方式の取組み方（つまり、発注者が指示したとおりに作ってくれといった、ボト

ムアップによる部分最適化を求める取組み方であり、システム開発には全く適しません。）が、官民のあ

らゆる分野で我が国の無意識レベルの常識と化しているからです。 

 このことが災いして、我が国では、大企業の基幹系システム開発委託の失敗・頓挫が頻発し、その責任

を巡って裁判沙汰となった事例が続出しています。システム開発委託でこのようなトラブルを惹き起こ

していたのでは、企業体質を変革・強化する DX の推進・実現など、叶うはずもありません。性能発注方

式の取組み方でシステム開発委託して DX を推進する欧米諸国では、到底考えられない異常事態です。企

業体質の優劣は、延いては国力の優劣に繋がります。それゆえ、一刻も早く、性能発注方式の取組み方を

我が国の常識とする必要があります。 

 しかし、戦後の我が国では、見習うべき性能発注方式の成功事例が殆ど見当たりません。土木・建築工

事や各種製造請負などのあらゆる分野で、戦後の我が国は今日に至るまで仕様発注方式一辺倒だったか

らです。しかし、我が国でも戦前には、見習うべき理想的な性能発注方式による見事な成功事例がありま

す。零戦です。そこで、性能発注方式で大成功を収めた零戦に学んで、理想的な性能発注方式の具体的か

つ効果的な取組み方や考え方を理解し、システム開発委託に活かしていくことが肝要です。 
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